
でん粉の国内需給
調査情報部

39砂糖類・でん粉情報2022.11

【令和３でん粉年度（見込み）】
　 需要量：242万3000トン（前年度比1.7％増）
　 供給量：244万5000トン（同0.9％増）

【令和４でん粉年度（見通し）】
　 需要量：249万トン（同2.8％増）
　 供給量：250万2000トン（同2.3％増）

でん粉の需給見通し

１. 需給見通し
農林水産省は、「砂糖及びでん粉の価格調整に関する法律」（昭和40年法律第109号）により、でん粉に関

して適切な価格調整を図るため、半期ごとにでん粉の需給見通しを公表している。９月に公表したでん粉の

需給見通しの概要は、次の通り。

表１　でん粉の需給見通し
（単位：千トン）

令和２でん粉年度
（実績）

令和３でん粉年度
（見込み）

令和４でん粉年度
（見通し）

計 10－3月 4－9月 計 10－3月 4－9月 計

需要

糖化製品 1,625 736 886 1,622 782 893 1,675
化工でん粉 265 134 133 266 136 141 277

その他（製紙用、ビール用、片栗粉など） 493 245 290 535 242 295 538
合　　計 2,382 2,423 2,490

供給

前年度繰り越し 32 40 21
国産いもでん粉（生産量） 186 171 ― 171 186 ― 186
かんしょでん粉 21 21 ― 21 27 ― 27
ばれいしょでん粉 165 150 ― 150 159 ― 159

調整金
徴収
対象

コーンスターチ 2,048 944 1,133 2,078 983 1,148 2,130
輸入でん粉
（糖化製品、化工でん粉用） 131 60 68 128 68 68 136

輸入でん粉（その他用） 9 6 7 13 7 7 14
小麦でん粉 15 8 8 16 8 8 16
合　　計 2,422 2,445 2,502

次年度繰り越し 40 21 12
資料：農林水産省「でん粉の需給見通しについて」
注１：でん粉年度とは、10月から翌９月まで。
注２：ラウンドの関係で合計と内訳が一致しない場合がある。
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（１）でん粉の需要量の見通し
用途ごとのでん粉の需要量の見通しは以下の通

り。

【糖化用向けでん粉の需要量】
令和３でん粉年度は、前年度並みの見込み

令和３でん粉年度は、新型コロナウイルス感染症

（COVID－19）による外出自粛の影響により、土

産需要などの落ち込みがあったが、夏場の清涼飲料

水需要が増加したことなどから、前年度を3000ト

ン下回る162万2000トンと見込まれる。

４でん粉年度は、COVID－19の影響が一部見込

まれるものの、経済活動の回復に伴い緩やかに需要

が増加すると見込まれ、清涼飲料水および土産需要

などが増加することから、前年度を５万3000トン

上回る167万5000トンと見通している。

【化工でん粉用向けでん粉の需要量】
令和３でん粉年度は、前年度並みの見込み

令和３でん粉年度は、外食などの需要に大きな動

きはなく、前年度を1000トン上回る26万6000ト

ンと見込まれる。

４でん粉年度は、COVID－19の影響が一部見込

まれるものの、経済活動の回復に伴い緩やかに需

要が増加すると見込まれ、土産需要や外食需要の

緩やかな回復が想定されることから、前年度を1万

1000トン上回る27万7000トンと見通している。

【その他用途向けでん粉の需要量】
令和３でん粉年度は、前年度からかなりの
程度増加する見込み

令和３でん粉年度は、COVID－19による外出自

粛の影響により落ち込んでいたビール、物流の回復

に伴う製紙・ 段ボールなどの需要回復により、前

年度を４万2000トン上回る53万5000トンと見込

まれる。

４でん粉年度は、COVID－19による影響が一部

見込まれるものの、経済活動の回復に伴い緩やかに

需要が増加すると見込まれ、前年度を3000トン上

回る53万8000トンと見通している。

表２　国内産いもでん粉の需給見通し
（単位：千トン）

令和４年10月～令和５年３月
（見込み）

令和５年４月～９月
（見通し） 令和４でん粉年度計

かんしょ
でん粉

ばれいしょ
でん粉 上期計 かんしょ

でん粉
ばれいしょ
でん粉 下期計 かんしょ

でん粉
ばれいしょ
でん粉 計

需要

交付金
対　象
用　途

糖化製品 7 12 19 7 10 17 14 22 36
化工でん粉 1 17 18 1 15 16 2 32 34
その他 6 23 29 5 24 29 11 47 58
小　計 14 52 66 12 49 62 27 101 128

その他の用途 0 29 29 0 38 38 0 67 67
計 14 81 96 12 87 99 27 168 195

供給
前期からの繰り越し 4 18 21 16 95 112 4 18 21

生産量 27 159 186 0 0 0 27 159 186
計 31 176 207 16 95 112 31 176 207

次期への繰り越し 16 95 112 4 9 12 4 9 12

資料：農林水産省「でん粉の需給見通しについて」
注１：でん粉年度とは、10月から翌９月まで。
注２：ラウンドの関係で合計と内訳が一致しない場合がある。
注３：交付金対象用途の「その他」について
　　　ばれいしょでん粉は、菓子類、麺類、水産練製品、冷凍調理食品、食肉製品、調味料、板紙（層間接着用）、水産養殖用餌料などである。
　　　かんしょでん粉は、菓子類、麺類、水産練製品、冷凍調理食品、食肉製品、建材などである。
注４：交付金対象用途外の「その他の用途」は、片栗粉などである。
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（２）でん粉の供給量の見通し
各種でん粉の供給量の見通しは以下の通り。

【かんしょでん粉の生産量】
令和３でん粉年度は、前年同

産地でのサツマイモ基
もと

腐
ぐされ

病発生の影響により、

令和３年産でん粉原料用かんしょの生産が回復しな

かったことから、かんしょでん粉の生産量は、低水

準だった前年同の２万1000トンと見込まれる。

４年産については、サツマイモ基腐病対策を講じ

たことに加え、産地からの原料いもの作付けに関す

る情報を踏まえ、かんしょでん粉の生産量は前年を

6000トン上回る２万7000トンと見通している。

【ばれいしょでん粉の生産量】
令和３でん粉年度は、前年度からかなりの
程度減少

令和３年産のでん粉原料ばれいしょの生産量は、

北海道における７月の高温・小雨による不作の影響

などにより、でん粉原料用ばれいしょの生産量が減

少したことから、ばれいしょでん粉の生産量は前年

を１万5000トン下回る15万トンと見込まれる。

４年産については、原料用ばれいしょが平年並み

の収量に回復し作付面積の拡大が見込まれているこ

とから、ばれいしょでん粉の生産量は前年を9000

トン上回る15万9000トンと見通している。

【コーンスターチの供給量】
令和３でん粉年度は、前年度からわずかに
増加

令和３でん粉年度の供給量は、COVID－19によ

る外出自粛の影響により落ち込んでいたビール、物

流の回復に伴う製紙・段ボールなどの需要回復によ

り、でん粉ベースで前年度を３万トン上回る207

万8000トンと見込まれる。

４年度は、COVID－19の影響が一部見込まれる

ものの、経済活動の回復に伴い緩やかに需要が増加

すると見込まれ、清涼飲料水および土産需要などが

増加することから、前年度を５万2000トン上回る

213万トンと見通している。

【輸入でん粉の供給量】（糖化製品、化工で
ん粉用）
令和３でん粉年度は、前年度からわずかに
減少

令和３でん粉年度は、外食など向けの需要に大

きな動きはなく、前年度を3000トン下回る12万

8000トンと見込まれる。

４でん粉年度も、COVID－19の影響が一部見込

まれるものの、経済活動の回復に伴い緩やかに需要

が増加すると見込まれ、外食需要などが増加するこ

とから、前年度を8000トン上回る13万6000トン

と見通している。

【輸入でん粉の供給量】（その他用）
令和３でん粉年度は、前年度から大幅に増加

令和３でん粉年度は、外食需要の回復により、前

年度を4000トン上回る１万3000トンと見込まれ

る。

４でん粉年度は、前年並みとされ、前年度を

1000トン上回る１万4000トンと見通している。

【小麦でん粉の供給量】
令和３でん粉年度は、前年度からかなりの
程度増加

小麦でん粉は、主に畜水産練製品向けとして供給

されており、令和３でん粉年度は前年度を1000ト

ン上回る１万6000トンと見込まれる。

４でん粉年度についても、安定した供給がなされ

ると見込まれ、前年同の１万6000トンと見通して

いる。
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２．輸入動向
【タピオカでん粉の輸入動向】
８月の輸入量は前年同月から大幅に減少

財務省「貿易統計」によると、2022年８月のタ

ピオカでん粉の輸入量は、9319トン（前年同月比

35.1％減、前月比15.0％減）と、前年同月から大

幅に減少した（図１）。

輸入先はタイ、ベトナム、台湾およびブラジルで、

国・地域別の輸入量は次の通りであった。

タイ 9294トン

　（前年同月比35.2％減、前月比14.4％減）

ベトナム 13トン

　（同30.1％減、同87.7％減）

台湾 10トン

　（同81.5％増、同16.2倍）

ブラジル ２トン

　（前年同月および前月輸入実績なし）

2022年８月の１トン当たりの輸入価格は、８万

336円（前年同月比43.7％高、前月比2.5％高）と、

前年同月を大幅に上回った（図２）。

国・地域別の１トン当たりの輸入価格は、次の通

りであった。

タイ ７万9757円

　（前年同月比43.2％高、前月比1.9％高）

ベトナム 22万910円

　（同64.6％高、同2.6倍）

台湾 37万6710円

　（同1.6％安、同51.0％安）

ブラジル 36万4712円

　（前年同月および前月輸入実績なし）

【サゴでん粉の輸入動向】
８月の輸入量は前年同月から大幅に増加

財務省「貿易統計」によると、2022年８月の

サゴでん粉の輸入量は、1911トン（前年同月比

71.2％増、前月比42.2％増）と、前年同月から大

幅に増加した（図３）。

輸入先はマレーシアおよびインドネシアで、国・

地域別の輸入量は次の通りであった。

マレーシア 1731トン

　（前年同月比68.7％増、前月比32.3％増）

インドネシア 180トン

　（同2.0倍、同5.0倍）
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図１　タピオカでん粉の国・地域別輸入量の推移

資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード1108.14-010、1108.14-020、1108.14-090、1108.14-091、

1108.14-099

図２　タピオカでん粉の月別輸入価格の推移

資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード1108.14-010、1108.14-020、1108.14-090、1108.14-091、

1108.14-099
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2022年８月の１トン当たりの輸入価格は、９万

5609円（前年同月比65.6％高、前月比6.4％高）と、

前年同月を大幅に上回った（図４）。

国・地域別の１トン当たりの輸入価格は、次の通

りであった。

マレーシア ９万7362円

　（前年同月比68.3％高、前月比8.2％高）

インドネシア ７万8756円

　（同39.6％高、同7.9％安）

【ばれいしょでん粉の輸入動向】
８月の輸入量は前年同月から大幅に減少

財務省「貿易統計」によると、2022年８月のば

れいしょでん粉の輸入量は774トン（前年同月比

56.0%減、前月比53.3%減）と、前年同月から大

幅に減少した（図５）。　

輸入先はドイツ、デンマークおよびオランダで、

国・地域別の輸入量は次の通りであった。

ドイツ 572トン

　（前年同月比62.3%減、前月比60.6%減）

デンマーク 102トン

　（同25.9%増、同49.3%減）

オランダ 100トン

　（同37.5%減、前月輸入実績なし）

2022年８月の１トン当たりの輸入価格は、11

万2751円（前年同月比15.3％高、前月比7.2％安）

と、前年同月をかなり大きく上回った（図６）。

国・地域別の１トン当たりの輸入価格は、次の通

りであった。

ドイツ 11万4101円

　（前年同月比15.9％高、前月比1.6％安）

デンマーク 10万3657円

　（同7.9％高、同2.2%安）
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図３　サゴでん粉の国・地域別輸入量の推移

資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード1108.19-011、1108.19-012、1108.19-017、1108.19-018、

1108.19-019
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図４　サゴでん粉の月別輸入価格の推移

資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード1108.19-011、1108.19-012、1108.19-017、1108.19-018、

1108.19-019
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図５　ばれいしょでん粉の国・地域別輸入量の推移

資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード1108.13-010、1108.13-020、1108.13-090、1108.13-091、

1108.13-099
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オランダ 11万4300円

　（同24.4％高、前月輸入実績なし）

【でん粉誘導体の輸入動向】
８月の輸入量は前年同月からかなりの程度
減少

財務省「貿易統計」によると、2022年８月ので

ん粉誘導体の輸入量は、４万639トン（前年同月

比8.7％減、前月比12.9％増）と、前年同月からか

なりの程度減少した（図７）。

でん粉誘導体の輸入先は19カ国・地域で、最大

の輸入先はタイであった。主要輸入先からの輸入量

は次の通りで、タイが輸入量の約８割を占めており、

次いでベトナム、デンマークとなっている（表３）。

2022年８月の１トン当たりの輸入価格は、12

万8247円（前年同月比37.8％高、前月比2.3％安）

と、前年同月を大幅に上回った。

【デキストリンの輸入動向】
８月の輸入量は前年同月から大幅に増加

財務省「貿易統計」によると、2022年８月のデ

キストリンの輸入量は、1772トン（前年同月比

53.6％増、前月比24.0％増）と、前年同月から大

幅に増加した（図８）。

デキストリンの輸入先は８カ国・地域で、輸入量

は上位輸入先の数量および各国のシェアも含め、月

ごとの変動が大きい。

上位輸入先からの輸入量は次の通りで、タイおよ

びベトナムで輸入量の約８割を占めている（表４）。

表４　デキストリンの主要輸入先および輸入量（8月）
輸入先国 輸入量（トン） シェア

合計 1,772 100.0％

うち　タイ 948 53.5％

ベトナム 517 29.2％

米国 111 6.3％

ベルギー 58 3.3％

オランダ 49 2.7％

中国 38 2.1％

資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード3505.10-200
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図６　ばれいしょでん粉の月別輸入価格の推移

資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード1108.13-010、1108.13-020、1108.13-090、1108.13-091、

1108.13-099

表３　でん粉誘導体の主要輸入先および輸入量（8月）
輸入先国 輸入量（トン） シェア

合計 40,639 100.0％

うち　タイ 30,610 75.3％

ベトナム 2,275 5.6％

デンマーク 2,013 5.0％

豪州 1,428 3.5％

スウェーデン 767 1.9％

フランス 741 1.8％

資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード3505.10-100 
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2022年８月の１トン当たりの輸入価格は、14

万3895円（前年同月比11.9％高、前月比11.3％安）

と、前年同月をかなり大きく上回った。

【コーンスターチ用トウモロコシの輸入動向】
８月の輸入量は前年同月から大幅に増加

財務省「貿易統計」によると、2022年８月の

コーンスターチ用トウモロコシの輸入量は、27万

3020トン（前年同月比22.3％増、前月比4.7％減）

となり、前年同月から大幅に増加した（図９）。

輸入先は、米国および南アフリカで、国・地域別

の輸入量は次の通りであった。

米国 21万674トン

　（前年同月比10.9％増、前月比24.8％減）

南アフリカ ６万2346トン

　（同87.6％増、同8.8倍）

2022年８月の１トン当たりの輸入価格は、５万

6853円（前年同月比48.1％高、前月比0.1％安）と、

前年同月を大幅に上回った。

国・地域別の１トン当たりの輸入価格は、次の通

りであった。

米国 ５万7740円

　（前年同月比51.2％高、前月比1.4％高）

南アフリカ ５万3856円

　（同36.4％高、同5.4％安）
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図８　デキストリンの輸入量および輸入価格の推移

資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード3505.10-200
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図９　コーンスターチ用トウモロコシの輸入量
および輸入価格の推移

資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード1005.90-091 


